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編集後記
最近は毎日家の中でランニングをしていま

す。その場から動かずにテレビを見ながら

走っていますが、20 分もすればシャツは汗

まみれです。今までは運動をほとんどして

いなかったのでかなり疲れますが、毎日、

いい汗を流せます。外に出てマスクをしな

がら走るときつそうです。コロナウイルス

が終息したら外に出てマスクなしで走って

みてもいいかもしれません。

毎日猛暑とも言える日々でしたが、皆さんお元気でしょうか。

少し前の大雨でも、この暑さでも、“今まで経験した事のない” と言う形容がよく使われています。

今年はその上、新型コロナウイルスの感染拡大で気分がめいります。

何年も前にヒットした “キャンディーズ” の「暑中御見舞申し上げます」。

歌詞に、今年の夏は胸まで暑い♬～だの、心もはずむ～♬なの、うたっていたのに

何を呑気な事言うてますのや‼と、往年のぼやき漫才のおっさん風になったりしてしまいました。

ステイホーム   口は達者で   足弱り　／　あと少し   しんぼうですよ   いつまでや　／　食欲は   コロナ熱波でも   衰えず

愚痴はこれくらいで納めて、兎に角涼しい秋を待ちましょう。

あら不思議。涼しいという字を書いただけでも、すこーし涼しくなった様な気持ち！気持ちだけでも前向きに

自分は今幸せで、うれしく楽しい毎日を過ごしていると、自分の脳に暗示をかけて―

今日から、今から又元気で過ごして行きましょう。ねえ皆一緒に。

CAD部門　渡内

事務部門　志度谷

会社法にいう公開会社が分配可能額の範囲内で株主に対して

剰余金の配当を行うこととはニュアンスは異なりますが、

弊社における ISO9001（より良い品質とサービスを提供する

ためのシステムを継続的に維持・改善するために要求される

世界規格）の仕組みを採り入れた【お客様にご安心を頂くための

取り組み】も、決して弊社の自己満足のためのものではなく

お客様の利益に貢献するための、計画的かつ継続的な剰余金の

配当（投資）であります。配当金のようにお手元に現金が入って

来る訳ではございませんので、ピンと来ないかもしれませんが、

ミスをなくしロスをしない・速やかに対応し精神的なストレスを

与えない・勤勉であり的を射た提案をする等の、目には見えない

利益を還元できるように精進して参ります。
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営業卸部門　横井浩

変わらない生活習慣

営業卸部門　甲佐

今年は、新型コロナのために庵治ストーンフェアから研修旅行など、ありとあらゆるイベントや会社行事が中止となり

ました。毎年の今頃は、この「なんしょん」もイベントの記事などが紙面を賑わしていましたが、今年はこんな状況な

ので、基本に返り「墓参り」を記事にしてみました。

先日、お盆前ではありましたが、妻の実家の墓参り（掃除）を行いました。

密を避け、涼しいうちにと朝６時に行ったのですが、すでに大勢の人です。

仕事柄、墓地にはよく行きますが、この日は石の種類や寸法などには目もくれず

いつもと違う目線で日ごろの感謝を込めて作業したので、良い汗をかけました。

そろそろ親も高齢になり、この時期の掃除は大変なので、今後、清掃などは我々

世代が引き継ぐことになります。

コロナ以降、墓参りも「新しい生活様式」として、密を避けるなど言われています。

先日、ニュースで、ある県がふるさと納税の返礼品で、お墓参り代行サービスを

提供していると聞きました。私は実家が九州で今年は帰省しなかったので、この

官民コラボをなるほどと思いました。

ご自分で墓参りに行けない方は、こんな形で先祖供養の気持を表しているのでしょう。

様式は変わっても、墓参りは「変わらない生活習慣」でなければならないと感じます。


